
●平成19年 2月 23日（土）小ホール（有料）

　開場14:00　開演14:30

第1部　花さき山　～語りと和楽器による～

　「だれも知らない山の奥深く、そこには人の心の美しさによって咲く花が・・」

児童文学の名作、斉藤隆介作・滝平二郎画『花さき山』を、語りと邦楽演奏で舞台上に再現

します（曲：宮田耕八郎）

第2部　入間川の春　～見つめる一茶の目～

　舞台は一転して、万葉の昔から交通の要所として知られた美しい土地、わが入間川の里。

200年前にこの地域を訪れた小林一茶の目を借り、古典古歌にみる入間川の歴史を唄・舞・

吟・演奏で絵巻に綴ります（広沢一岐　原案）

●出演団体（予定）

・狭山市三曲連盟

・狭山市新舞踊連盟

・狭山市吟詠連盟

・さやま川の街合唱団

・狭山市日本舞踊連盟

・朗読研究狭山会

・狭山少年少女合唱団

●チケット料金

・当日800円（前売り700円）全席自由

●主催：狭山市文化団体連合会

　共催：狭山市市民会館

企画公演は「春ものがたり」に決定！

2月の「狭山市民芸術祭」

あの小林一茶が＜若竹や山はかくれて入間川＞と詠み、道興上人は

＜立ちよりてかげをうつさば入間川＞と歌いました。いま、舞台に

よみがえる入間川の栄光と風光！

(企画公演の概要)


